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概要　 6 〜17歳の 女子 233名の 年齢別 ∫血中性 ホ ル モ ン を測定 し，つ い で 初経発来周辺期 の 内分泌動態 と身

体発育の 関係 を検す る 目的 で 10〜13歳 の 31名を選 び，月経 の 有無 に よ り次 の 3群 に 分け て 2 年に わ た り

同
…

人 を追跡検索 した。

　 1群 ： 2年に わた り初経の発来 し な い も の

　 II群 ：初年度 と次年度の 間に 初経 の 発来し た もの

　 III群 ：初年度すで に初経 の 発来 し て い た もの

　Z）暦年齢に よ る血 中性 ホ ル モ ソ 動態 ：FSH ，estradio1 （E2）は 10歳 よ り増加 し，
　 LH は や や 遅れて 11

歳 よ り増加 した ． こ れ に反 し て prolactin（PRL ） は 10歳 よ り減 少 し 14歳 こ ろ 再 び増加 し た ．

　2）初経発来周辺期 に お け る 2年連続測定 者 の 血 中性 ホ ル モ ン 動態 ：FSH ，　LH と もに 1群で 増加 傾向

に あ り，PRL は すべ て の 群で 減少傾向を示 し と くに II群 で 有意 の 減 少 を 示 した ．　 E ，は 1 ・ II群 と も有意

に 増加 し て い た ．ま た 1群で 17α
一hydroxyprogesterone（170H −P ，）は 有意に増加 し，　 dehydroepiandro・

ster 〔〕ne （DHA ）お よ び DHA ・sulfate は 増 加傾 向が み られた．17α 一hydroxypregnenolone（170H −P5）
お よ び 170H −P

，
−sulfate は 3群 ともに 変化 なか つ た．

　3）初経発来周辺期 に お け る身体発育 ：有意差 の 発育は，身体一般計測値で は 1群 の 身長 ・体重 ・胸囲・

ス パ ン
， II群 の 身長 ・体重 ・胸 囲，

　 III　＃“の 体重 ・胸囲
・座高にあ り，骨盤外 計測値で は 1群 の 側結合線

を除 くす べ て に あ つ た ．ま た 骨盤指数で は li群で の み 有意差を 認め た．

　4）身体発育 と内分泌動態 の 関連性 ：初経発来数年前よ り身体発 育 が 著 明 で あ り， しか もこ の 時期下垂

体 ・性腺系機能の 著し い 亢進が み ら れ，骨盤発育を含 め た 身体
一

般発育 に E2が関与 して い る こ と が示唆
され た ．

Synopsis　Serum　concentrations 　of 　sex 　hormones　whlch 　inciudin暮 FSH ，　LH ，　prolactin（PRL ＞，　estradiol （E，．），
17α

・hydroxyprogesterone（170H −P4）and 　17α
・hydroxypregnenolone （170H ・P，＞were 　measured 　in　233　girls

aged 　6　to　l7．　 For　the 　longitudinal　study ，31　girls　aged 　1　O　to　l3　were 　selected 　and 　studied 　for　two 　years　to
員nd 　out 　the　relationship 　between　hormonal　changes 　and 　pelvic 　development．　 The　subjects 　were 　d量vided
into　three　groups ； Group　I；premenarchal 　girls，　Group　II；rnenarche 　occured 　during　the　studied 　year，
Group　III；menarche 　had　a 王ready 　occured ．

　1） Changes　of 　honnones　with 　age ： FSH 　and 　E，　concentratlons 　started 　to 三ncrease 　from　age 　IO　and 　LH
increased　from　age 　lL　On　the　other 　hand，　PRI，　concentration 　decreased　froln　age 　IO　to 王1　in　menarchal
girlS，

　2） Changes　of 　hormones 　for　2　years ： The 　elevation 　Qf 　FSH ，　LH ，　E2，170H ・P4，　DHA 　and 　170H −
？5

　was

noticed 　i｝1　group 　I．　 A　significant 　increase　of 　E21evels　in　group　I　and 　II　was 　noted ．　 On　the 　other 　hand ，
eoncentrations 　of 　PRL 　ln　group 　II　 signif 正cantly 　decreased．

　3） Physical　development 　 for　 2　 years ： Asignificant　elevation 　 of 　phys 玉cal 　 development 　and 　 outer
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dimensions　of 　pelves　in　 all　groups　was 　observed ．　However ，　increase　of 　pelvic　indices　 were 　significant 　in

group 　II．

　4） Relatlon　between　physical　development　and 　hormones： Except　for　PRL 　all　the　hormones 　increased

before　the　 onset 　 of 　menarche 　 and 　the 　 continuous 　 elevation 　 of 　E2　 was 　found　with 　increasing　 age 　 after

menarche ，　 These 　results 　suggested 　the　possible　role　of　E20n 　pelvic　development 　during　puberty ，

Key　words ： Puberta弖female・Horlnone・Pelvic　developnlent

　　　　　　　　　緒　　言

　思春期で は 二 次性徴 出現の み な らず身体一般 の

発育 も著 し く， と くに 女子で は 月経発来 とい う明

確 な変化が あ らわ れ る 。こ れ ら著明 な変化は 間脳

一下垂体
一性腺系 の 機能亢進 に 伴 つ て お こ る現象

で あ るが，近年 RIA の 進歩に よ つ て 思春期の 内分

泌動態 も徐 々 に 解明 され つ つ ある．し か る に こ れ

ま で の 報 告は cross 　sectiona1 な変化 に つ い て の

研究が多 く ，
longitudinalな変化を検討 した報告

は少な い ．か つ また 身体発育 との 闘係を検討 した

もの も少な い ．そ こ で ，思春期 の 内分泌動態 と身

体発育は い か な る関係に ある か を 明確 に す る 目的

で ，cross 　sectional な変化 を ，
つ い で 初経発来周

辺期 に焦点をあて各種血 中性 ホ ル モ ソ 値の 変動 と

身体計測値 の 関係 を検 し た。

　　　　　　　　　研 究方法

　 1。対象

　山形県遊佐町 の 小・中・高校生 233名 （6 〜17歳）

を対象 とし ， さ ら に longitudinalな変化を み るた

め そ の 中か ら10〜13歳 の 31名を選び ， 昭和51年 6

月 と52年 6 月の 2年に わ た り同一一・人を追跡検索 し

た 。

　上記 31名を次 の 3群 に 分けた ．

　 1群 ： 2年 に わ た り初経の 発来 しな い もの （10

名）

　 II群 ：初年度 と次年度の 間 に 初経 の 発来 し た も

の （11名）

　 III群 ：初年 度す で に 初経 の 発来 し て い た もの

（10名）

　 2。身体計測部位

　身長 ・体重 ・胸囲 ・ス パ ソ ・座高 ・下 半身長 の

ほ か に 骨 盤外 計 測 と し て 棘間 径 （Sp）・稜 間 径

（Cr）・大転予間径 （Tr）・外斜径 （Ob）・外結合 線

（Ext）， 側結合線 （Lat）を 計測 した ．な お
， 長管

骨発育に 対す る 骨盤 骨 発育 の 比率 を 次式 で 求め

た 。

　　　　　　 大転子間径 × 外結合線
　骨盤指数

「J ）＝　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 × 100
　　　　　　　　 身長 x ス パ ソ

　3。各種 ホ ル モ ソ 測定法

　1）1血中 FSH
，
　 LH

，
　 PRL お よ び E

，
は 第

一
ラ ジ

オ ア イ ソ ト
ープ 研究所製キ ッ トを用 い た RIA 法

に よつ た。

　2）血 中 170H −P
，，

　DHA
，
　DHA −sulfate ，170H −

P5お よ び 170H −P5−sulfate は血清よ り抽出後 LH −

20column で 分離し，お の お の に特異的な抗体（帝

国臓器提供）を用 い た RIA 法 に よ つ た 。なお 抱合

型は 遊離型抽出後 solvolysis を行い 遊離型 と した

の ち同様 の 方法で 測定 した ．

　　　　　　　　　成　　績

　1。暦年齢に よる血 中ホ ル モ ソ 動態 （図 1 ）

　D 血 中 FSH ・LH

420864505050505111

　

　

2211

　

211

051

0

　

　

0

0

　

5

一
E丶
⊇
∈

エ
ω

」

　

罨丶
⊃一
甕

三

　一
E
丶

o
・

三

磊
歪
匹

　

唇丶
窒

一
。

蔦
蕊凵

　 　 　 図 1

NBefore 　menarche

or −一囎 After 　menerche

6　　 8　　 10 　　12　　　　　 16

　 　 Age （years　old ｝

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

1982・年 9 月 中浜他 1467

表 1　 」血中 ホ ル モ ン 値 〔mean ±S．E，）

　FSHmlU

／ml

　　（n ）

　　LHmlU

／m 韮

　　（n ）

Pro正act 童nng

／mI

　　　（n）

EstradioIP9

傭 1
　　（11）

17 αOH −P4

　P9 ／ml

　　　（n｝

DHAn8

／ml

（n ）

D正｛A −
S磁 ateng

／ml

　　（n ）

ユ7 αOH −P5

　　 ng ／m1

　　　（n ）

17 α OH −P5・
　Sulfate
　　ng ／m1

　　　（n ｝

1群

51年 度

52年度

12．6士2．8
　　（10）
19．3± 3．8
　　（9｝

7．6±1．1
　　（10）
10．3± 1ユ
　　（9）

18．0±3．2
　　　（10）
14．8± 4．4
　　　（10）

45．6± 9．0
　　　（10）
93．8± 16．5鄭
　　　（10）

197．O± 18．6
　　　　〈9｝
464．4± 109．1廓
　　　　（9）

1．7± 0．3
　（7｝
2．2± 0，2
　（8＞

327，9± 52．5
　　　（10）
380．1± 62．7
　　　（10）

2．9± 0．5
　（9）
3．8± 0．8
　（8）

7．6± 0．8
　（9）
8．4 士U
　（9）

II群

51年度

52年度

12．6±1．5
　　（11）
13．3± 13
　　（11ケ

12．4± 2．1
　　（11）
13．0± 1．5
　　（11）

23．7±3．6
　　　（11）
13．戞± 1．3輯
　　　（11）

56．4土 6．6
　　　　（11）
122．6± 23．O聊
　　　　（11）

512．2± 109，7
　　　　（11）
517．4 ± 139．4
　　　　（8）

2．6± 0．4
　（10｝
2．7± 03
　（10）

222．1± 24．2
　　　（11＞
271．7± 37，7
　　　（11）

3．2± 0．9
　（10）

29 ±0、5
　（8）

7．7士 0．6
　（11）

7．8±1．1
　（8）

KI【群
51年度

52年度

12、8±2ユ
　　（1G）
17．4±2．2
　　（101

13．9±2，0
　　（10）
13．0±2．2
　　（10）

19，7±3．2
　　　（10）
15，1± 1．9
　　　（10）

1G4，5± 13．5
　　　　（10）
10王．4±12．8
　　　　（10）

507．4± 127．7
　　　　（9）
609．7± 102．8
　　　　（6）

1．9± 0，3
　（8）
2．0± 0．2
　（9｝

495．4± 175．4
　　　（10）
328．0± 55、3
　　　（10）

2ユ± 1．0
　（8）
2，9± 0，4
　（6）

9．6± L5
　（9）
9．0± 1，1
　（6）

累 P ＜ 0 ．05　　
禪 P ＜ 0 ．01

　 FSH は年齢 と ともに 漸増 し，平均値的 に は 13歳

（13．35mIU ／ml ）を ピ ー
ク とし て 以後変動 は少 な

い ，年 齢 間 の 比 較 で は 9 歳 と 10歳 （6．37〜9．28

mlU ／ml
，
　 p ＜ 0．01 ） お よ び 10 歳 と 11 歳

（9．28〜12．03mlU ／ml
，
　p＜ 0．05）の 月経未発来者

の 間 に 有意差 を認め た．また 11〜14歳 の 同年齢 に

お け る 月経発来有無 に よ る比較 で は 有意差を認 め

な か つ た ．

　 LH は 10歳 こ ろ ま で 比較的低値 で あ るが 以後増

加 し， 10歳 と11歳 （8．40〜10．82mlU ／ml ，
　 p く

0．05）お よ び 12歳 と13歳 （12．42〜23　．56　mlU ／ml ，

p 〈 O．05）の 間で 有意差を認め た ．また 11〜14歳 の

同年齢 に お ける月経発来有無 に よ る比較で は 12歳

に お い て の み 月 経 発来 者 の 方 が 有 意 に 高値

（12．42〜18．28mIU ／m1 ，　p く 0．05）で あつ た ．

　 2）血 中 PRL

　 6歳か ら 9歳 こ ろま で 漸増傾向に あるが それ以

後 やや 漸減 し ，
つ い で 再 び 14歳 こ ろ よ り増加 す る e

興 味ある こ とは 10歳 ，
11歳 の 月経未発来者で 年齡

とと もに減少傾向を示 した こ と ， と く に 11歳 の 月

経 発来 者 は 未 発来 者 よ り有意 に 低 値 で あ り

（6．47〜11．84ng／m1 ，　p＜ 0．Ol）， 12歳で も有意で は

な い が 同様 な傾向がみ られた こ とで ある。

　3）血 中 E、

　年齢 とともに 漸増 し初経発来前 の 9 〜10歳 に か

け て 有意 の 上 昇 が み られ （20，ユ1−・・47．14pg／ml ，

p＜ 0，001），
ま た 同年齢 に お け る 初経発来 の 有 無

で は 12歳に お い て の み初経発来者が有意に 高値を

示 した （52．01〜96．26pg ／ml ，
　pく 0．05）．

　 2。初 経発 来周辺期 に お ける 2 年連 続測 定者 の

並1中ホ ル モ ン 値の 動態 （表 1 ・ 2
， 図 2 ）

　図 2 の 年間増減率は 次 式で 求め た ，

　 次年度値 一前年度値
　 　 　 　 　　 　 　 　 　 × 100
　　　 前年度値

　 1）血 中 FSH ・LH

　 I群で は FSH
，
　LH ともに 年次的に 増加傾 向に

あ り， そ の 増加 は FSH 　lel．0％ ，
　LH 　52．8％ で あ

つ た ． II群 で は い ずれ も変動が少な く，その 増加

率は FSH 　22．6％ ，
LH 　33．4％で あつ た ．　 III群で は

FSH の 増加傾 向が み られ そ の 増加率 は 662 ％で

あ り， LH は 12．7％で 変動 は 少 な い ．す な わ ち

FSH ，　 LH と もに 年次的に 増加 す る が有意差 は な

表 2 　血 中 ホ ル モ ン 年間増加率 の t 検定

1 ・II 1 ・王H II・IH

FSH NS NS NS

LH 遍S NS NS

Prolactin P ＜ 0 ，001
n 噐10十 11NS

NS

EstradioI NS P ＜0，05
n ＝1  十 1 

P ＜0、02
n ＝11十 10

17 αOH ・P4 瓣S NS NS

DHA NS NS NS
DHA −Sulfate NS NS NS

17α OH −P5 賊S NS NS

17α 0冠・P5−
　Sulfate NS NS NS
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図 2　 血 中ホ ル モ ン の 年間増減率 （％，mean ± S．E、）
　 　 FSH 　　　　　　 LH
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く，また 1 ・II・III群 間で も有意差 を認め な い ．

　2）血中 PRL

　す ぺ て の 群で 次年度 の 値は 低下傾向に あ り，前

記 gonadotropin と は 逆 の 動態 を示す． と くに初

経発来前後で ある II群 で の 減 少に は 有意差 が あ

り，そ の 減少率は 一36．4％で あつ た ．ま た 各群間

の 比較で もII群 の 減少率は 1群 の それ← 15．8％）

に 比 べ て 有意で あつ た ．

　 3）血 中 E ，

・170H ・P 、

　E2は 1 ・II群 とも 1年で 有意 に 増加 し，そ の 増

加 率 は そ れぞれ 156．1％ ，
130．7％で あつ た 。すで

に 月経 の ある III群 で は 変化が少な く14．8％で あ つ

た 。 これを各群間で 比 較す る と， 1 − II群間に は

有意差は な い が 1 − IIL 工1− III群間に 有意差 を認

め た 。

　170H ・P
，
は 1 群で 有意に 増加 し，そ の 増加 率 は

136．1％で あ つ た．

　4）血 中 DHA 。DHA −sulfate

　両 者 とも 1群で は 年次的 に 増加傾向に あ り，そ

の 増加率は DHA 　50．9％ ，
　 DHA −sulfate 　31．2％で

あっ た．II・III群 の DHA は 変化が 少な い ．ま た 各

群間 の 比較で も有意差 は なか つ た 。

　 5）血 中 170H −PJr・170H −Ps−sulfate

　 両 ス テ P イ ド とも各群 の 年次差に 著変 はみ られ
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図 3　身体
一一
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ず， そ の 増減 率は 170H −P5の III群 67．0％ か ら17

0H ・P5・sulfate の III群一17．7％ で あ つ た 。また 各

群間 の 比較 で も有意差を 認め な か つ た 。

　 3．身体発 育 （表 3）

　 身体
一

般計測値 が年次的 に 増大す る の は 当然で

あ り， 平均値 的に 有意の 発育が認め られ た の は 1

群の 身長 ・体重 ・胸囲 ・ス パ ン
， II群の 身長 e 体

重 ・胸 囲，III群 の 体重 。胸鬪 。座高 の 多 くに及 ん

だ，

　 また 骨盤外計測値 で は 1群の Lat を 除 く他 の

す べ て に 有意 の 発育を認め た ．しか し骨盤指数で

は II群で の み有意 な増加 を示 した ．

　4．身体発育の 年間伸 び率 （図 3
， 表 4 ）

　伸び率 （発育率）をみ る と体重の 15％前後を除

い て 他 は お よそ 1 〜 7％前後で あつ た．なか で も

1群 の 伸び率 は II ・ HI群 に比 して 大 ぎい 傾向が う

か がわ れ た が，各群 間で 有意差を認め た の は
， 1

− H 。1 − IIIPt間の 身長 （1群 5、1％，　 II群 3，5％，

III群 3，4％）お よ び ス パ ン （1群 7．G％ ，
　 II群 3．9％ ，

IIIev3．3％）， 1 − III・ II− III群間 の 下 半身長 （1

群 3．6％ ， II群 2．6％，　 III群   ．8％）で あつ た 。

　また 骨盤外計測値 の伸 び率 は Sp ・Cr・Tr ・Ob ・

Ext で は お よ そ10．2％ （1 群 の Tr ）〜5．5％ （II正群
の Tr）で あ り ， 各群間で 有意差 を み た の は 1 − III

群 間 の Tr の み で あ つ た ．な お Lat の 伸 び 率は

3．4％ （1群） 〜4．2％ （HI群） で あつ た ． しか し

表 4　 身体計 測 年間 伸 び 率の t 検定

1 ・II 1 ・m II ・m

身　長
P ＜ 0 ．01

n ＝10十 9P
〈 O．01

n ＝10十 10
NS

体 　重 舛s NS NS

胸 　 囲 NS NS NS

ス パ ン
P ＜0，001
n ＝10十 9P

く 0．00互

n ＝10十10
NS

座 　高 NS NS NS

下 半身長 NS P く0 ．01
n 菷10十 10P

＜ 0 ．02
n ＝9 十 10

Sp NS NS NS
Cr NS NS 聾S

賢 NS P く0．02
n 竺10十 10

聾S

Ob NS NS NS
Ext NS NS NS

Lat NS NS NS

骨盤 指数 NS NS NS

骨盤指数で み る とII群 （7．8％）の 増加が最 も大 き

く，
つ い で 1 群 （6．0％）， III群 （5．0％）で あつ た

が各群 間に有意差 は な く， 単 な る身体発育や 骨盤

外計測値 とは 異な る傾向が み られた 。

　　　　　　　　　考　　案

　A ．暦 年齢 に よ る．血 中 ホ ル モ ン 動態

　 6 〜17歳 の 女子 233名を検 し，FSH は LH に 先

が けて 1 〜 2 年早 く， すなわ ち初経前 の 10歳 こ ろ

よ り増加す る こ とを認 め た ． こ の 成績 は Yen 　et

al．17］18 ｝
の 報告 とま つ た く同様で あつ た ．

一方 E ，の

増加開始は FSH とほ ぼ 同時期で あつ た が，　 PRL

N 工工
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表 5 　 各血 中 ホ ル モ ン の 相関

1　 群 H 　群　　1IH 　群 月経．未発 来者
｛　 　 　 　 　 　 　 　 し

月経．発来者
丁

Estradiol　 FSH N 、S． N ．S． N ，S．　　 1NS ．　　 1N ．S．
P 〈 0．01 1

EstradiQI　 LH n 幕19 N．S． N．S． N，S，　　 1
　 　 　 　 　 ト

N ．S．

Estradio歪　 Prolactin N ．S． N ．S． N ．S．
　　　　　 …

N ．S．　　 1
　 　 　 　 　 　

N ．S．
FSI．I　　 　 LH N ，S． N ．S． N ・s・　 1N ・s・　 1NS ．

I　
1　
1　
1

FSIi　　 　 Prolactin
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔

…　 ，．1。c、・。 1
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

N ，S．

N ．S．

負 P ＜ 0、05
　 　 n ＝22

　 N ．S．

N ．s．　 ｛
　　　　　i
競、s、　 i
　 　 　 　 　 …

N ，s．　 i
　 　 　 　 　 　 亅

P く 。．。1 ｛
・ − 30i

N ．S．

N ．S．

ー　．　
ー　−　
！

E ，t，。di。1 玉7 。 OH ．P、
　 i

　 　　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 「

p く 0，【）1
　 n 冨18

N ．S，
　　　　　 　

N ，S，　 i 　　　　　FN ．S．
　　　　　「

N ．S．

iEstradiol　 DHA 　　　　iN ，S． N ．S． N ．S，
　 　 　 　 　 i
NS ． N 、S．

iE 、t， ad 孟。 ［ 17 。OH ．P一 N ．S、 N ．S． N ．S， Ns ．　 I
　 　 　 　 　 IN

，S．
F　
F　
I　
F　
I ユ7 αOH −P4 ：DHA p く 0．05

　 n ＝13
N ．S． N ．S． ・．・． 「　　　　　1N

．S．

ー　．　
ー　
藍

17αOH ・P4 ：17 α OH −P5 N ．S． N ．S． 蒼．S，
　 　 　 　 　 I

N ．S． p ＜ 0．02
　 n ＝22

ヒ DHA 　 ・7 ・・H ・P ・ 」 N ．S． N ．S． N ．S、　 　 1N ．S． N ．S．

は 10歳 こ ろ よ りむ しろ減 少傾向を示 し ／4歳 こ ろ よ

り再び増加す る こ とを認め た 。こ れに 関 し て 江原

ら
1〕は 思春期 女子 の 血 中 PRL と総 estrogen を検

し
，
PRL は ll〜13歳 こ ろ ま で は 比 較 的 低 値 で

14〜15歳こ ろ よ り増加 し ， 総 estrogen は PRL よ

り 1年早 く13〜14歳 で 急増 して 成人 レ ベ ル に 達す

る と 述 べ て い る 。
一

方 Lee　et　a1 ．ii＞は PRL は 9
−一　10歳 に か けて 減少す る と い う．わ れ わ れ の 成績

も大略 こ れ ら と傾向を
．．一

に す る結果 で あつ た ．さ

ら に 11− 14歳で 月経 の 有無別 に こ れ ら各ホ ル モ ン

値を比較す る と
，
12歳の 月経発来者で LH ，　E2が有

意 に 高 く， 11歳の 月経 発来者で PRL が有意 な低

値を尓 した ．しか し ， 初経発来 と暦年齢は 必 ず し

も
一
致す る も の で は な く ， 初経発来周 辺期 の 内分

泌動態を以下 の ご とくに 検討 した ．

　 B 。初経発来周辺期の 血中ホ ル モ ン 値

　10〜13歳の 31名を検 した結果 ，
い まだ初経 の 発

来 して い な い 1群 で すで に FSH
，
　LH

，
　E ， ，

170H −

P4
，
　 DHA

，
　 DHA −sulfate ， 170H −P5， 170H −P，

−

sulfate は 年次的に 増加傾 向 がみ られ ，
　 PRL の み

は 低下傾 向が 認 め られ た が
， 有意差の 増加を み た

の は E2
，
170H −P ， の み で あつ た 。また表 5の ご と

く E2と LH ，　E2と170H −P，，170H −P4 と DHA の

増加 に は 相関関係 が認め られ た ．すなわ ち ， こ の

時期す で に 有意で は な い が FSH の 増量が ，つ い

で LH の 増量 が卵 巣系 ス テ P イ ド生 成 （E ，， 17

0H −P ， ）を刺激 し性成熟を 促進 して い る こ とが う

か が え る．初年度 と次年度の 間 に 初経発来をみ た

II群 で は E2の み が 有意 に 増加 し，
一

方 PRL は 有

意に 減少 し，FSH と PRL の 間に 負の 相関関係を

認め た 。すで に 月経 の 発来 し て い た III群 で は い ず

れ の ホ ル モ ン も年次 に よ る増減は 少な か つ た 、す

なわ ち
，

E2は 1 ・Ilgeと もに 著 し く増量 し初経発

来年次 ま で 増量 を続ける が ，II群 で は 年次的 に 明

らか な変化を示 さな か っ た 。Widholm 　et　aLlm の

い う尿中 E
，
は 初 経発来前 に す で に 一ヒ昇 し て い る

とい う報 告 と
一致す るe なお 初経発来後は すみ や

か に 成人 レ ベ ル に 達す る た め 照群で は 年次変化を

み な か つ た も の と考え る．

　 PRL は 3群 ともに減 少傾 向に あ り， と くに II群

で は 有意 に 減少 し gonadotropin と逆 の 変動 を示

し，ま た II群 の FSH と PRL と は 負 の 相関関係を

認め た 。PRL 分泌機序は い まだ明 ら か で は な く，

episodic に 変化す る と い わ れて お り
1｝2＞9）13），年 1

回 の 採血で は PRL と月経 と の 関連を 明確に で ぎ

な い と考え る p しか し倉智鋤 は 視床下部外側視床

下 核 に gonadotropin 分 泌 抑 制 作 用 と と も に

PRL 分泌促進作用が あ り中枢性 に 拮抗 し て い る

と い い
， また 初 経発来前後 5 年問 の 連続観察 を 行

な つ た わ れ わ れ の 成 績
s）L6）で もPRL は gOnado 一
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tropin と反対 の 動態を示 した。現在 PRL の 生理

的意義は不明な点 も多 く， 思春期 に お ける 役割 に

つ い て 今後検討 を要す る と考 える．

　 170H −P4は 1群 で 有 意に 増加 し
，
　 Ez と の 相関 を

認め た。170H −P4は cortisol 生成の 中間代謝物 と

考 え られ ， ま た 卵巣性 E
、
の 前駆物質で もあ る．さ

らに 1 群で DHA と相関 があ り，
こ の 時期の 性成

熟に 副腎 の 関与 も考 え られ る．

　 DHA と DHA −sulfate は 副 腎性 ス テ P イ ド と

し て 第二 次性徴 へ の 関与 が古 くよ り注 目されて い

た
12）14）．Hopper 　et　al．lo ）は 1血L中 DHA は 11〜12歳

で 急増 し
，

一方 DHA −sulfate は年齢 とともに 徐 々

に 上昇 し，性成熟 との 関係が示唆 される とい う．

また Lee　et　ai．11）
に よ れ ば DHA −sulfate の 上昇 は

DHA に 先行 し，
　DHA の 有意 な上昇 は 月経発来直

後 の 13歳に ある と報告 して い る ．わ れ わ れ の 成績

で は 両 ス テ ロ イ ド とも に 1群で 増加傾 向に あ り，

初経発来数年前か らの 分泌増加 が うか がわ れた ．

DHA の 分泌源 は 副腎 と考 えられ思春期 に お け る

副腎 の 関与が示 唆 された ．

　 170H −P5と170H −Ps−sulfate の 思春期 に お け る

報 告 は な く こ の 時期 で の 役割 は 明 らか で な い ．

　 以上 の ご と く，中枢，卵巣お よび副腎の 機能的

成熟 は すで に 初経発来数年前 よ り亢進 し て い る こ

とが示 唆 された ．

　C ．初経発来周辺期 の 身体発育 と内分泌動態と

の 関係

　 3 群問 に お い て伸 び率すなわ ち発育率を比較す

る と，有意差 の 認め られ た の は ， 1 − II・1 − 111

群間 の 身長 e ス パ ン ， 1 − III・II− III群間 の 下半

身長 ， 1− IIIav間の Tr で あ つ た dまた骨盤 指数 の

伸び率は 有意 で は な い が H 群で 最 も大 きく ，
つ い

で 1群，III群の 順で あ つ た ，す なわ ち，身体発育

は初経発来数年前 よ り長管骨で著明 とな り，一部

発来初年度 ま で お よ び，初経発来後 の 発育速度は

緩慢に な る こ と が うか が われ た ，

　
一方 ，

こ の 時期 の 内分泌動態を再 考す る と
，

1

群 に お ける年次変化 が最 も著 し く，と くに FSH ，

LH の 増量 に 裏付 け られ た E2，170H −P4が 有意 に

増加 し
，
E2 の み は 初経発来年 ま で お よ ぶ が，　 IIIge

で の 年次変化は 少 な い 。

　 以上 の ご と く， 思春期に お ける著 し い 身体発育

な らび に 内分泌動態の 変動が み られ る の は 両 者
一

致 し て 初経発来前の 1 群 で ある．す なわ ち
， 下垂

体一憧腺系の 機能は初経発来 前の 10〜11歳 こ ろ よ

り急速に 高 ま り， それ に 反映 されて 身体 と くに 長

管骨の 発育が促進 され る もの と考え られる ．し か

し
， 骨盤骨 の発育は初経発来後 も約 1年は 良好 で

あ り，
こ れ と E ，分泌 とが一一faする傾向に あつ た n

玉 田
7）は 身長 な らび に 体重 の 増加 率が最 高と な つ

た と ぎの 前後約半年以内に 初経を み る と い い
， ま

た教室の 大沼
6，は尿 中 estrogen 分泌 の 亢進す る初

経発来の 直前に 身体 とともに骨盤 も薯し く発育す

る とい う。血 中各種性ホ ル モ ン と身体 ， 骨盤発育

の 関係を検 し た わ れわ れ の 成績 もほ ぼ 同様で あつ

た ．

　以上 の 成績か ら，初経発来前 の 身体 お よ び骨盤

の 著明な発育は 性機能 と くに 下 垂体
一

姓腺系 の 成

熟に 由来す る E
，分泌亢進 が大 きな役割 を有 し て

い る こ とが示唆 された ．

　御協力頂い た 教室員各 位 お よ び村上 淑郎 博 士 に 厚 く御礼

申 し．1：げま す．また 抗血 清を提供下 さつ た帝 国臓器神戸川

明博士 に 感謝 致 し ます．なお 本論文：要 旨は 第 30回 日 本 産科

婦人科学会学 術 講演会に て 発表 した ．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 文　 　 献

　 ／．江 原 洋一，Yen
，
　S、S．C 。：産 婦人 科領域 に お け る プ

　　　卩 ラ ク チ ン の 正 常 お よ び 異常分泌勤態．ホ と臨 床，
　 　 22　：352，　1974．

　 2．加 藤　譲 s 千 原 和 夫，大 郷勝 三，岩崎美 子，井村

　　 裕夫 ： ヒ ト に お け る 血 中 プ ロ ラ ク チ ン の 動 態．代

　　 at’t，　12　：995，　1975。

　 3．倉智敬
一

： ゴ ナ ド ト 卩 ピ ソ 分泌調節 中枢．第 16回

　　　日本医学 会総会学術講演集，IV ：51，1963．

　 4．倉智敬一 ： プ ロ ラ ク チ ン 研究 の 現在 と将来，産 と

　　 婦 ，　42 ：1160，　／975．

　 5．中山徹也 ：骨盤 と Estrogen．第17回 日産婦総会宿

　　 題 報 告 「産婦人 科領域 に お け
L

る Estrogenの 代 謝

　　 と意義 に 関す る 研 究」， 64， 1965。

　 6．大 沼 靖彦 ：女性 骨 盤 の 発 育 と性機能成熟 と の 関係

　　 に つ い て ．日産婦 誌，29 ：1065，1977．

　 7．玉 田 太 朗 ：思春期 の 医 学，産婦 の 世 界，27 ：749，
　　 1975．

　 8．矢 内原巧 ，大野 秀夫，灘 合 清 文，橋野正 史，金沢

　　 元 美，曲　陸栄，荒 木 日 出之 助，中山徹也 ：思 春

　　 期 か らの 性腺 と性機能の 発 脊．周 産期医学，10 ：

　　 965，　1980．
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